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機械器具 74 医薬品注入器  

一般医療機器 薬液調整用器具（70381000）  

Lab-CUBE 合成カセット-Ａ  
再使用禁止 

 

 

【形状・構造及び原理等】  

１．概要 

本品は，活栓ハウジング，チューブ，スパイク針及びコネクタ等に

より構成され，特定の薬液調整装置「［ １ ３Ｎ］アンモニア合成装

置（Ｌａｂ-ＣＵＢＥ  ＮＨ ３）」（承認番号：22400BZX00083000）に

接続して，薬液の調整に用いる合成カセットである。  

チューブの材質：ＰＶＣ（可塑剤：フタル酸ジ ２-エチルヘキシル）  

 

２．形状・構造  

【  本  体  】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【  付属品  】  

 

 

 

 

 

 

排気チューブ バイアル接続チューブ  中間容器    シリンジ  ターゲット 

                           接続ﾁｭｰﾌ゙      注水ﾁｭー ﾌ  ゙

 

（同封する附属品の明細は個包装ラベルに表示）  

【使用目的又は効果】  

本品は特定の薬液調整装置の付属品で，装置に接続して，薬

液の調整に用いる。 

 

【使用方法等】  

1. 本品の添付文書及び併用する薬液調整装置「［１３Ｎ］アン

モニア合成装置（Ｌａｂ-ＣＵＢＥ  ＮＨ３）」の添付文書，取扱説

明書等を確認する。  

2. 使用前滅菌包装に破れ，シール部のはがれ又は汚れ，異

物混入，付属品の欠品等の異常がないことを確認後開封

する。  

3. 指定のＱＭＡカラム (本製品に含まれない )を合成カセッ

ト本体の３番と４番の活栓ハウジングの間に接続する。 

4. 合成カセット本体（活栓ハウジングのハンドルが付いて

いる面が合成ユニット側に）を［１３Ｎ］アンモニア合成装置

（Ｌａｂ-ＣＵＢＥ  ＮＨ３）の合成ユニットの前面に嵌めこむ。 

5. ＱＭＡカラムとの接続部は合成ユニットの枠に合わせ

て調整する。（事前に深くねじ込みすぎると薬液，ガス

漏れの原因になるので注意が必要）  

6. 付属品のシリンジ接続チューブを用いて，事前にシリン

ジユニット装置に装着したシリンジと合成カセットの

２番の活栓ハウジング側のデュアルチェックバルブの

間に接続する。  

7. 付属品の中間容器を中間容器ホルダに装着し，外れない

程度に締め付け，先端を合成カセットの３番活栓ハウジ

ングのメス嵌合部にねじ込む。  

8. 付属品の各種チューブを装置の取扱説明書に従い接続

する。  

9. スパイク針をそれぞれ蒸留水及び生理食塩水のボトル

に接続する。（赤のベントは生食水側）  

10. 併用する合成装置の取扱説明書に従い，動作確認を行う。 

 

【使用上の注意】  

• 各接合部は ISO 594-1 に適合しているが，合成装置との

接続の緩む又は過度な締め付けがないよう注意すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】  

〈保管方法〉  

水濡れに注意し，直射日光及び高温多湿を避け清潔な場所

に保管すること。 

〈使用期限〉  

滅菌袋に表示された使用期限を確認すること。［自己認証

（当社データ）］ 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】  

製造販売業者及び製造業者 

栃木精工株式会社 

*〒328-0012 栃木県栃木市平柳町２丁目１番５号  
TEL：0282-27-1133 

 

 

 

 

 

【禁忌・禁止】  

• 一回限りの使用で，再使用はできない。  

• 一部部品の材質は PC のため，脂肪乳剤等をはじめ油

性成分，界面活性剤又はエタノール等の溶解補助剤を

含む薬剤と持続的併用しないこと。［コネクタ類破損す

る可能性がある。］  

【  付属品  】 
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中間容器

へ接続  

ウエストバイ

アルへ接続  

発売元：  

JFE エンジニアリング株式会社  

*メディカル事業センター  

〒230-8611 横浜市鶴見区末広町 2-1 

TEL：045-505-6550  FAX：045-505-6523 

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾊﾞｲ

ｱﾙへ接続  

リカバリーバイ

アルへ接続  

ハウジングの間に
QMCカラムを接続  


